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論壇
は
じ
め
に

税
務
訴
訟
に
お
い
て
、
法
人

税
法
に
お
け
る
役
員
給
与
の

「
不
相
当
に
高
額
な
部
分
の
金

額
」は
、基
本
的
に「
他
の
同
種

事
業
・
規
模
類
似
法
人
の
役
員

給
与
の
支
給
状
況
」
で
判
断
さ

れ
る「
適
正
役
員
給
与
額
」と
実

際
の
支
給
額
と
の
比
較
に
よ
っ

て
算
定
さ
れ
る
（
以
下
、「
類
似

法
人
比
較
基
準
」
と
い
う
。）。

こ
の
適
正
役
員
給
与
額
は
、

直
近
の
「
残
波
事
件
」
1
で

は
、
課
税
庁
が
収
集
し
た
類
似

法
人
の
役
員
給
与
額
デ
ー
タ
の

最
高
額
が
適
正
額
と
判
断
さ
れ

た
（
以
下
、「
最
高
額
基
準
」
と

い
う
。）
た
め
、
こ
れ
が
事
後

の
課
税
実
務
を
拘
束
す
る
か
と

思
わ
れ
た
が
2
、
本
稿
事
件
で

あ
る
「
京
醍
醐
味
噌
事
件
」
3

で
は
、
課
税
庁
が
全
く
新
し
い

算
定
方
式
を
用
い
て
適
正
役
員

給
与
額
を
算
定
し
、
そ
れ
が
裁

判
所
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
は
統
計
学
の
視
点

か
ら
こ
の
算
定
額
の
合
理
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
（
そ
の
他
の

争
点
の
議
論
は
省
除
す
る
）。

類
似
法
人
3
要
素
比
率
方
式

Ｘ
（
有
限
会
社
京
醍
醐
味

噌
）
は
、
平
成
14
年
に
京
都
市

山
科
区
を
本
店
、
兵
庫
県
明
石

市
を
支
店
所
在
地
と
し
て
、
味

噌
等
の
製
造
・
卸
・
販
売
等
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
会
社

で
あ
る
が
、
平
成
25
年
9
月
期

か
ら
同
28
年
9
月
期
の
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
兄
弟
で
あ
る

取
締
役
「
甲
」「
乙
」「
丙
」
3
者

に
対
し
て
役
員
給
与
を
支
給

し
、
そ
の
全
額
を
損
金
の
額
に

算
入
し
て
確
定
申
告
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
Ｙ
（
東
山
税
務
署

長
）
の
税
務
調
査
に
よ
り
、
上

記
各
事
業
年
度
に
お
い
て
役
員

給
与
の
「
不
相
当
に
高
額
な
部

分
」
が
あ
る
と
し
て
、
平
成
30

年
7
月
26
日
付
で
当
該
部
分
に

つ
き
法
人
税
等
の
増
額
更
正
処

分
及
び
賦
課
決
定
処
分
を
受
け

た
た
め
に
、
そ
の
処
分
の
取
消

し
を
求
め
て
争
っ
た
の
が
本
件

で
あ
る
。

Ｙ
は
、
法
人
税
施
行
令
70
条

一
号
に
基
づ
き
、
各
事
業
年
度

に
つ
き
8
社
〜
9
社
の
比
較
対

象
類
似
法
人
を
抽
出
し
た
う
え

で
、
以
下
の
計
算
式
を
用
い
て

適
正
役
員
給
与
額
を
算
出
し
た

（
以
後
、「
類
似
法
人
3
要
素
比

率
基
準
」、略
し
て
「
3
要
素
比

率
基
準
」
と
い
う
。）が
、
裁
判

所
は
、
Ｙ
が
甲
等
の
職
責
や
業

績
に
鑑
み
、
本
件
類
似
法
人
の

役
員
給
与
最
高
額
の
平
均
額
に

一
定
の
加
重
を
す
る
こ
と
が
相

当
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
本
件

類
似
法
人
と
の
間
に
存
す
る

「
偏
差
」を
調
整
す
る
た
め
に
、

当
該
算
式
を
用
い
て
適
正
役
員

給
与
額
を
算
出
し
た
こ
と
は
合

理
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
4
。

「
偏
差
」
の
考
え
方
と
正
規
分
布

「
偏
差
」
と
は
個
々
の
デ
ー

タ
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、

「
デ
ー
タ
マ
イ
ナ
ス
平
均
値
」

で
定
義
さ
れ
る
。
た
だ
し
偏
差

の
和
は
ゼ
ロ
と
な
り
意
味
を
持

た
な
い
た
め
、
そ
の
2
乗
値
で

あ
る
「
分
散
」
さ
ら
に
そ
の
平

方
根
で
あ
る
「
標
準
偏
差
」
が

デ
ー
タ
の
平
均
値
か
ら
の
距
離

と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
5
。

あ
る
現
象
に
お
い
て
取
り
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
値
（
確
率
変
数

＝
横
軸
）
に
対
し
て
、
そ
の
値

を
と
る
確
率
（
確
率
密
度
＝
縦

軸
）
の
分
布
を
表
現
す
る
も
の

と
し
て
「
確
率
分
布
」
が
あ

り
、
自
然
界
や
社
会
・
人
間
の

行
動
等
で
観
察
さ
れ
る
様
々
な

現
象
・
事
象
に
は
、
釣
り
鐘
型

の
形
状
を
も
つ
「
正
規
分
布

（norm
al
distribution

）」
が

よ
く
当
て
は
ま
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
確
率
変

数
Ｘ
が
正
規
分
布
に
従
う
と

き
、
変
数
ｘ
は
平
均
・
分
散

（
標
準
偏
差
σ
）
の
値
に
関
係

な
く
、
平
均
値
±
1
σ
の
範
囲

内
に
全
体
の
約
68
％
、
±
2
σ

の
範
囲
内
に
同
約
95
％
、
±
3

σ
の
範
囲
内
に
同
約
99
・
7
％

が
収
ま
る
。

以
上
の
知
見
に
基
づ
け
ば
、

「
類
似
法
人
比
較
基
準
」
に
お

い
て
は
本
来
、
①
抽
出
さ
れ
た

デ
ー
タ
の
分
布
を
観
察
し
（
正

規
分
布
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
）、
②
標
準
偏
差
を
基
に

ｘ
軸
の
平
均
か
ら
右
側
で
「
相

当
」・「
不
相
当
」
の
判
断
基
準

値
を
設
定
し
（
例
え
ば
1
σ
よ

り
右
側
な
の
か
、
2
σ
よ
り
右

側
な
の
か
）、
③
当
該
基
準
に

照
ら
し
て
不
相
当
に
高
額
な
部

分
の
額
の
判
断
を
す
る
、
と
い

う
分
析
・
判
断
プ
ロ
セ
ス
が
必

要
な
は
ず
で
あ
る
が
、
本
件
を

含
め
過
去
の
課
税
庁
の
課
税
処

分
や
裁
判
所
の
判
断
で
こ
の
よ

う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
。

3
要
素
比
率
基
準
の
非
合
理
性

本
件
類
似
法
人
か
ら
抽
出
さ

れ
た
役
員
給
与
最
高
額
の
デ
ー

タ
か
ら
図
1
が
作
成
で
き
る

が
6
、
図
で
示
し
た
よ
う
に
、

デ
ー
タ
が
正
規
分
布
に
従
う
と

仮
定
し
た
場
合
、
各
事
業
年
度

に
お
い
て
、
平
均
値
か
ら
ど
の

程
度
乖
離
し
た
値
を
「
不
相
当

に
高
額
」
の
閾
値
と
判
断
す
る

か
が
本
来
の
問
題
と
な
る
。

統
計
学
に
お
け
る
「
仮
説
検

定
」
7
で
は
一
般
に
有
意
水
準

を
「
5
％
」
に
設
定
し
、
そ
の

外
側
の
「
棄
却
粋
」
に
あ
る
デ

ー
タ
は
偶
然
に
発
生
し
た
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
考

え
方
を
本
件
に
準
用
す
れ
ば
、

収
集
さ
れ
た
役
員
給
与
額
が
正

規
分
布
に
従
う
と
す
る
と
、
全

デ
ー
タ
の
95
％
を
占
め
る
平
均

値
＋
2
標
準
偏
差
の
値
を
相
当

な
役
員
給
与
額
の
上
限
値
（
以

下
、「
上
限
想
定
額
」
と
い

う
。）
と
と
ら
え
、
そ
の
外
（
5

％
の
領
域
）
を
統
計
学
的
に
起

こ
り
え
な
い
領
域
、
つ
ま
り

「
不
相
当
に
高
額
な
金
額
」
の

領
域
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

図
2
は
、
3
要
素
比
率
基
準

で
算
定
さ
れ
た
本
件
適
正
役
員

給
与
額
と
、
本
来
は
基
準
額
と

し
て
検
討
す
べ
き
類
似
法
人
役

員
給
与
最
高
額
の
「
平
均
額
」

「
最
高
額
」、
さ
ら
に
「
平
均

額
＋
2
σ
（
標
準
偏
差
）
の
額

（
上
限
想
定
額
）」
を
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
（
値
は
千
円
未

満
を
四
捨
五
入
）。
こ
こ
で
判

明
す
る
こ
と
は
、
本
件
適
正
役

員
給
与
額
が
、
本
来
基
準
額
と

し
て
検
討
す
べ
き
金
額
と
比
較

し
て
、
異
次
元
レ
ベ
ル
で
高
額

に
算
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
課
税
庁
自
身
が

収
集
し
た
デ
ー
タ
の
分
布
を
自

ら
全
く
無
視
し
て
、
本
件
適
正

給
与
額
を
算
定
し
た
3
要
素
比

率
基
準
に
は
な
ん
ら
合
理
性
が

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
8
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
京
醍
醐
味
噌

事
件
」
に
お
い
て
不
相
当
に
高

額
な
役
員
給
与
額
の
算
定
の
た

め
に
課
税
庁
が
新
た
に
採
用

し
、
裁
判
所
が
支
持
し
た
「
3

要
素
比
率
基
準
」
に
つ
い
て
、

統
計
学
の
視
点
か
ら
そ
の
非
合

理
性
を
論
証
し
た
。

課
税
庁
が
残
波
事
件
で
採
用

さ
れ
た
「
最
高
額
基
準
」
で
は

な
く
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
全
く

前
例
の
な
い
調
整
計
算
を
し
た

の
か
が
不
明
で
あ
る
9
。
筆
者

が
提
言
し
た
適
正
役
員
給
与
額

（
上
限
想
定
額
）
の
計
算
基
準

で
は
結
果
的
に
Ｘ
に
不
利
な
適

正
役
員
給
与
額
（
Ｙ
に
よ
る
算

定
額
よ
り
も
は
る
か
に
低
い

額
）
が
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
納
税
者
の
権
利
を
保
護

す
る
と
と
も
に
納
税
者
間
の
課

税
の
公
平
を
担
保
す
る
た
め
に

も
、
単
に
納
税
者
の
有
利
・
不

利
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
科

学
的
根
拠
に
基
づ
か
な
い
課
税

処
分
と
そ
れ
に
続
く
課
税
実
務

の
蔓
延
・
浸
透
は
絶
対
に
防
止

・
是
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

1

東
京
地
裁
平
成
28
年
4
月
22

日
判
決
（
一
部
取
消
）・
東
京
高

裁
平
成
29
年
2
月
23
日
判
決
（
棄

却
）・
最
高
裁
平
成
30
年
1
月
25

日
第
一
小
法
廷
決
定
（
棄
却
・

上
告
不
受
理
）

2

筆
者
は
こ
の
結
論
に
対
し
て

も
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。
石
黒

秀
明
「
役
員
報
酬
の
「
不
相
当

に
高
額
な
部
分
の
金
額
」
の
統

計
学
の
視
点
か
ら
の
考
察
―
「
残

波
事
件
」
に
お
け
る
「
同
業
種

・
類
似
規
模
法
人
比
較
基
準
」

の
妥
当
性
の
検
証
―
」
税
理
士

界
Ｖ
ｏ
ｌ
�
1
3
9
7
�
ｐ
�

15
（
2
0
2
1
）

3

東
京
地
裁
令
和
3
年
5
月
23

日
（
棄
却
）、
東
京
高
裁
令
和
6

年
1
月
18
日
判
決
（
棄
却
）

4

た
だ
し
、
乙
に
つ
い
て
は
、

対
象
期
間
に
お
い
て
4
か
月
間

し
か
職
務
を
履
行
し
て
お
ら

ず
、
当
該
算
式
を
使
用
す
る
こ

と
が
相
当
と
は
認
め
ら
れ
な
い

と
し
て
、
類
似
法
人
役
員
給
与

最
高
額
の
平
均
額
の
4
ヵ
月
分

が
適
正
給
与
額
に
該
当
す
る
と

し
た
。

5

一
般
に
観
測
デ
ー
タ
が

x
１
，x
2
，…
xn

の
と
き
、

平
均X

=
1n ∑

ni=1 xi

、

分
散s

2=
1n ∑

ni=1 （
xi-X

）
2

と
な
る
。こ
の
分
散
の
平
方
根
�V

が
標
準
偏
差
（
σ
）
で
あ
る
。

6

こ
の
図
は
、
デ
ー
タ
数
を
増

や
し
て
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
と
正
規

分
布
グ
ラ
フ
を
表
現
す
る
た

め
、
あ
え
て
各
事
業
年
度
で
は

な
く
、
平
成
26
年
9
月
期
〜
平

成
28
年
9
月
期
の
デ
ー
タ
（
n

＝
33
）
を
集
積
し
て
作
成
し
て

い
る
。

7

母
集
団
に
関
す
る
あ
る
仮
説

の
真
偽
に
つ
い
て
、
母
集
団
か

ら
得
ら
れ
た
標
本
を
も
と
に
確

率
的
に
判
断
す
る
統
計
手
法
。

8

こ
の
基
準
に
内
在
す
る
そ
の

他
の
問
題
点
は
、
石
黒
秀
明
「
役

員
給
与
の
「
不
相
当
に
高
額
な

部
分
の
金
額
」
の
計
算
方
法
に

つ
い
て
―
類
似
業
種
「
3
要
素

比
率
方
式
」
の
妥
当
性
の
検
証

―
」
税
理
67
巻
14
号
ｐ
ｐ
�1
3

0
―
1
4
2
（
2
0
2
4
）
で

議
論
し
て
い
る
。

9

処
分
後
の
税
務
訴
訟
を
想
定

し
た
場
合
、当
該
基
準
を
採
用
す

る
と
、否
認
額
が
あ
ま
り
に
高
額

と
な
る
こ
と
に
課
税
庁
が
慎
重

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

京
醍
醐
味
噌
事
件
に
お
け
る
適
正
役
員
給
与
額
算
定
方
法
の
検
証

―
課
税
庁
が
繰
り
出
し
た
不
可
思
議
な「
類
似
法
人
3
要
素
比
率
基
準
」―

図1 類似法人役員給与最高額のヒストグラムと
正規分布グラフ

石黒 秀明
千葉商科大学会計大学院 教授
【新宿】

図2 本件適正給与額と類似法人
最高額等の平均額等の比較
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